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3. 道徳とは何か

4. 普とは何か

ニ道徳と宗教の関係

三道拙教育の目的

おわりに

はおめに

小原閥芳という信仰を持ち，熱:献に溢れ，偉大なる実践カ，実什カを備えた人物が一世

一代で築き上げた玉川学園は今年，記念すべき創立50周年を組え，数多くの行事が年聞を

通して計聞きれ，実施されている。

きて人生70年といわれる今.91才でその生涯を閉られるま 身を挺

ち:立てたものは信なのしwζこ う これ誌どま

だろうかと考えざるをえない。同時に，訟は，私昌身はいったい情のために生きているの

だ、ろうかと考える。自分のいのちをかけるものを獲得しているのだろうかと反省した。生

きるということは人それぞれι楽しみがあり，苦しみがあり，諸々の問題をかかえている

であろうが，何を支えに，あるいは何を拠り所として生きているのだろうか。ある人は子-

ども令交えとし，ある人は仕事や研究を支えとし，ある人は療する人のためにと思い，あ

きているのだと思うが，そのようなことを考えることなく日々

く できてしまっている入もいるのではないだろうか。
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夜、は，

そし

と うことによって，これま

ゾぐ学んできた。そして今，

る考え

H 

どのように考え，

と舟

しようとしている

関わるものであるから，おいそれと抱掘で

さるものではないと思う。それにもかかわらず， じず

問題のよさ，そして深;速さに鷺き唖然としてしまったが

ように歌りかか

の筒 Itご

けかもしれない。あるいは だけになってしまうかもしれな を進

め，採り しようと思うむ

り上げたもう ケノレシ

ェンシュタィナ~ (Georg Kerschensteiner 

のボで次のように言っていたためである。

，
 

、
1
V
 

と ペコ よる以上により

するために役立つところの，ず[

にある O ニ させるためのはげみとな

させる O 妥する

る7こめ立つO

であること られている。

る あり，労{ノドを行なうことにょっ

と壬Ij述するというこなものもま

ないかと考えたのである O

あるのでは

このご三つ， 道徳， るものでもあると思うのである。

並んで，

でケ/レシェンシュタィナぃーは:次のようにも3っている。 r-あちゆる

るにあって，しかも要求と

られているべきである J①

ものであったが，そこ るた

キめtこは， まだま く

、て探ってみようと J也う O そのことによって，

と，思う。

リス 1カミら

日ずと と

む ケjμレシエンシユタイ 7ナ悶}著i原詩扇京(主諺苦名
学校の概概d念J玉j刈11大学出!版;坂友部 i綿明平尉[15臼3年1版反 2幻2民。
φ 間伝書14:g(。
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一.道徳教賓の捜本開題

人は一人ではやきていけなL、入はその文宇が治すように人と人との人間関誌の中にあ

ってはじめて人1mとなり，人間i長j係すなわち社会関誌の中にあって生きていくことができ

るのである口その社会関係，社会吸引;を保持するためには秩淳が必要であると思う。その

秩序こそが道徳ιほかならないのではないだろうか。その社会~l=j舌 f'，の秩序を守ることの

ために道徳教育が必要になってくるのである。

小限i判はう。 ド泊的敬服において最も重大なことは，突に一々の偲日に対する正鵠

なる見解を有することである。方法J"，の問題は， Jl'.i;f-，:なことである O ・々の解釈が遣って

いたら伺にもならない。ならなL、のみならず，有害である。そのためには論理も官学も，

宗教も文芸も社会事相も研究して欲しい。そして人生の新しき地凶を単く見きわめて欲し

いo 宵人がお人をこ;手UIきするlとし、うが，人生の酸いも甘いも，百較の相にi民

Th. 1851~1914) の主張した人開通 Men山henkenner vとなるこ

と さ? より ある

る時主 るために一人一人がし、かに生

きるべきかというしっかりしたノ人守決定をもたなければならないであろう。

1.人生観

ものがあり，それはそれぞれの人の見方tとあって

それじよって悲しい人生にも，来しい人生にもなるのだといっている O

「住民生制，忠観，的進化論，超越的楽天観。しかし，この人位制の観ということ，

悲しく観たり，的:しく観たり，観るのは誰であるか。人11:，が苫・であるとか楽であるとか苫-

うのvi，どうし、う らこれを見るのであるか。何を以って見るのであるかり問題はそこ

しいi監さ!U:と， それはいうまでもなく山

アプザコすりから必ず見るのです。 'l~Id::íすべて自

ても

オ りま

ちは酷明な b '-， 

ッブス という

あげた信，念と，

。小出先教授の実際(1).，1]. [)II大学出版部 H{i和50年版 33:fto 
1-
丸叫

己という

るι;まどうし

アブ

ホント

やはり

と4忠し、ま
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す。各人は各人の運命の開拓者なのですから運舟は内から舗くのです。明るく，強く，

しく，翠く，人生を見て行こうで;まありませぬか。

子供とし、うのはいつのまにか親なり教師なり先輩なりの人生観に支配され，その中に入

っております。自分のためにはもとより，子供のためにも広く，正しい，大きい，強い，

純な人生観を持ちたいものと;念願しま

は第一の!獣世的に人生を観てしまっては自分を見失なってしまうし，第二二の楽天

的に観て人生の深遠さを知らなければ人生誌桟薄なものになってしまうのではないだろう

か。また第三の厭世的進化論的に観ていけば，現荘をおろそかtとしがちである。そこで第

四の題越的楽天観はどうであろうか。これ法基督教などの立場である。人それぞれが極端

に走ることなく，自己を深めることによって確かな人生観を会得できるものとなるだろう

が，そのためには，教師が子供たちの中に育まれた人生観をより正しく，暁るく，深みの

あるものに導いていかなければならないのではないだろうか。

2. 人生の目的と人能額錨

何のために生ぎるのか。づ¥原隣芳は端的に「人生の目的は自己の本領を発輝することで

ある。J①とし寸。 γ告己の本領と首うのは何であるか?他人とはどうしてもかけがえの

出来ない。その人ならではならぬもの，それがその人の本鎮です。個性，人格，人格価値。

このたった一人…水却に-ーかけがえのない処に，

さがあります。

実K. きものはこの独ーの精神の発露です。

吾人の樽

きは個性の天真塘漫流露

して天下に一つあってこ二つなき特殊です。世に最も卑しむべきは尚己を失なえるもので

す。突に個性なければ万物もない。神は決して無意味ι無限の特殊を作り給わない。この

かけがえのない独特に苔人の使命はある。

この自己の特性を覚り天神を信ずるのを自覚といいます。

然らば如何にして使命を覚知し大自然を得能うか。これは神を知ることによってのみ生

れて来ます。

る事は真の自己を知ることである。真のB とは中市の本体である O 真の自己を

と融合し神意と其合する。宗教も道倍、もここに尽きるのです。そ

の告己をほ11り神と合する法はただ我々

とです。第一義生活の発措です。

し尽して一恵この押:から死んで後蘇るこ

@ 小原罷芳著『道徳;教授革新論.Jl大学出版部 昭和53年抜 34~37頁Ii'母のための教育J

玉)11大学出版部 51年版 172~175其Ii'道徳教育'.Jl五日!大学出版部 44年版 170~178頁。

告小l京躍芳著 V道曹、教育J玉川大学出腹部 441.f版 182賞。
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人生の目的が吾々の教育の目的と大関係があるのです。人生の目的は同時にそれが教育

の詩的ですn 人生の日的が分らずに教育は絶対拡出来ぬ筈です岱

自的は児議の個性を発揮させること

自分というものが融関のものであるかのように錯覚し，又，他の人たち

をみんな問 あるというおおざっぱな見方で見てしまいがちである。円分が有限の

人格を持った人間であり，私はこの世では私一人なのだということ金も;忘れがちである。

このことに気づくこと，向持気がつくかがその人の人生を大きく左恋するのではないだろ

うか。日分が…人しかいないと同様に肉親も友人もその人その人がかけがえのない一人一

人であり，それぞれの使命をもって坐かされているということに早く気づかなければなら

ないのではないか。お互いが大窃な調註をもった人格であることを認め合い，尊重し合っ

て，生きていかなければならない。人々が互いに助け合って，有機的に結ばれる時，それ

ぞれの多様性が保存され生かされるのである。固有の立場，盟脊の能力で，ともに苦しみ

ともに喜ぶ時に，社会の連帯性が生かされるのである。また，私たちが個性をもった岳分

であることに盟執せずにまわりの人たちのために生きょうとする時，その人は自由になる

ことができる。それはさらに杜会関係の成長ともなり，翻って，その人をその人ならでは

の人格としての錨舘をもつことになるのであるo

しかし，私たちはまわりの人たちな大切にする持広，私を，そしてすべての，人たちを兄

弟であると思う時に，私たちの創造者がある，父なる神を認めざるを得なくなるであろ

う。キリストの教えは，神tこ対する人間の道を説くだけではなく，人々に対する私たもの

楽勢を説いているのである。神を知る時，私たちは自分が金かされていることを自覚し，

その生きていることの大切さを珂解するのである。小頼関芳も言っているように，私たち

の生きる目的は神を知り，まわりの人とともに，そしてその人々のために生きることなの

ではないだろうか。

3. 道議とiま符か

一般的に道徳はどのように解釈怒れてし、るのだろうか。

とは 111易経JJ@や叫し記.J]@などにもすでに見られる吉い用語である Q ……ともか

くも人間として人間らしいあり方， というほどの意味に違いない……近代倫理学tこいたっ

④「革 37~42孔「母J 175~182丸「道J 182~187点。

① 僻教の経典の・つ。単に r裂1.Jlともいい，また席代に兜成したから「周易Jともいわれる。
本にはら世紀に襲来している。 (11万有百科辞典4，営学，宗教』小学館 昭和49年販 62頁)

4窃会 儒教の恨本経典の…
館 詞と書 60∞Os良支〉
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てはじめて， る人格の信念という静にしばちれ，ょうやく習俗を乗り

された⑦とある。人陪として人間らしいあり方とはどう

いうあり

のrrで，
ら構成されており，

ちは 11道徳3 という概念

し，徳は符なり

，
 

h

リ

れば徳と認との一致ができ しし される O ま

してのよさ し，徳のある人とは礼儀をわきまえ，品性，

と

り人格の

し、うむ

るものとして，いちだんと

るの応対して，道徳・人

ものに考えちれてい

る。

(rnorality) られている

きまりに従ちだけで、なく，より望ましるカ~. ん

るようι持かなくてはならない。 Iゆ

ざま2"iあり， よっても異なってくるが， もの

その場において共通であると思う。しカ、し，いくら不変であるからといっても，

問解がなされていなければとんでもないことになりかねないのではないだろうか。

もいう G るまい。しかし，その形木~~は，胞と人と刊と

と，さまざまに変改する。

いろいろなことから定まってくる O

真の 、々句剛 ある。 A己を弛Jfj1L. [S=jG L. し

りたい。胸

自己を五iしくとらえることによって

るが.n分が人間として，一人の人格をもった人間と
と自体がとても例制;なことではないだ乃うか。

このIU:にまれた人間が向

こと治ミできるとし、わ才も

というこことを実感するこ

うし，

nx:し{語絵:あ

はたん

しうるようにするものである口このような観点からすると

て，ある位打について 、、
l
h
w
 

L」

ぐD rr万有百科静典 4 写学，沼教JI;J¥学館 416.ft I道徳
① 1978年現有，大東文化大学教按。

@ 路滞在次蒋rr'~践的道徳教育a 明治図書出額株式会社 1978年版 75員。

命/上。原附 jr~ 教青改造論・白山教74fi詰JI 大学1:[111山部 昭和541rc子版 376立。
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うのではなく，人間の内面的な人格影或を自棟とする教青のいとなみということができ

るJo@人間の内面的な人格形成とは仁人間のなすべき正しい行為また望ましい人間の生き

方として，善の問題が中心となる。すなわち科学が真理を求め，芸術が奨を追求し，

が聖を呂ざしているよう紅，道徳においては警が固有の領域ということがで、きる。J⑫と

いう o 真善美聖はIJ¥原菌芳が全人教育む必要な価値として上げているものであり，全人教

としての道徳教脅拭詩の教育であるといっているものである O

る前に，まずノト原潤芳は人間生前そのものとはどういうことである， と

いっているか真我にヨぎるために理解を溜めたいと思う c

小原閤芳は道徳とは何かという需に答える O ものは大なる戦です。殊ι

真人の道嬉

レスの苦葉に r神と禽獣には道徳なし，道徳は人のみにあり』という言葉がありますが，

地沖帥捌糾仙ザ、対会おい十ザ士 卸湘儲吋士 道徳の必要すちない。惜酔悼会t;十抗的明、指づ

一元ですからこれも伺等の葛藤も そこに則るべき溜はないのですかち道徳、の必要が

ない。無道誌なのです。

人間そのも のです。人間の本質そのものが，向γ1:を以ってとのt!-l:に

生を事けたということ拡永久に人間がニ元に苦しまねばなちぬ悲しいっちい運命だと思い

ます。

一方には若手い焼きつくよろな官目的な底力のある根本動力を宥って居るし，そして一方

日，剣のような冷い，其母みの畿のようなものを有って居ります。氷炭相容れ

ない。当然そこに大葛藤が起ります。理知と自然，患患と演間。理性と本能。どうしでも

ないのです。

です。 く感ずる人ほど真人だ』と患います。

人間を分類すると四つになります。第一は理性

がーすあって意慾が非営拡大きいもの，

も大きくまた煩協も大きいもの。

も一寸しかないもの，

きくて填舗が小さいもの，

とは二

苦々が真に要求するものは第四段の人間です。それは理性も非常に大きい，意慾も非常

に大きい，南方が大きい。だからラチ謄，葛藤，問え，悩みが大きいのです。しかも，この

きければ大きいほど，大きな進歩をするのです。

とはこのニ冗の高藤です。濯機はただ人にのみあるのです。そして吾々は瑚J性

を以ってその威力強いムス守ムズした盲目的の意憶を，奔馬を御して行かなければなりませ

@，@ @と同じ。 77頁。
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んO そこに理性の使命があるのです。そこが人間なのです。かくの如く苦々の:滋慾を導い

て行くこと，それが道徳、です。道徳とは即ち『自然の理性化Jです。煉悩， ，意慾，本能，

自然をば瑠知で正しく導くことです。

道徳;は内の間閣であり，コ冗の葛藤である以上，披等の心胸深く突入の出来ない人には

到底生きた道徳教授は出来ないのです。指導もl感化もできませぬ。学生兇議一人一人の心

く分からな 乙は分らぬ欝です窃それにはまず教師自身を

..... ‘、
J 

〉網"

」場

ものであるという O そしてそれはニ冗の蔦藤であるというが

出分の歩く渇が分ちなくなる法ど，自分と昌分tと反するものとの戦いが強くなる

という矛盾や，良心の商業にさいなまれることがあるひその芳雄から解き放って下さるの

が救い主イエス・キリストなのではないだろうか。神には増穂がないといわれるが，神は

私たちに対して相皮する対処の仕方をなさる。愛の神であるはずなのに，神は私たちに対

して裁きと赦しを与え，怒りと柔和があり，そして裁と紫という形をとられる。それは私

たちの二元の葛藤と同じ様にイエス・キリストの十字娘広畑突に現わされているのではな

いだろうか。

私たちはイエス・キリストの十字架を思うたびに自分のいたらなさを反省し，現実と理

設なギャップを感じる。昌分のみじめさ，醜くさな本当に悲しむ時，まだまだやる

べ長持か戒めで. d、子の平和とさらに社会の平和を灘保しなければならないと努力する持，

その生き方はよしとされるのではないだろうか。

教師俗である場合，そのように矛震だらけの自分，もしかしたら子どもたちに罵箆にされ

ることもあるかもしれない患であることを覚悟して，

こにこそ真の教育が行なわれるのではないかと思うのである。

さら そ

4. 善とは何か

キリスト教の場合，聖書に「愛する者よ。謀にならわないで，議にならいなさい。善を

行う者は神から出た者で、あり，惑を行う者は神官見たことのない者である。」⑬とあるよ

うに神から出た善を行なうということは，キリストキど信じることによって初めて可能にな

るものであるが，小原閤芳はどのように官っているだろうか。

とは吾々全人格の要求，衷心の要求，第一離の生活が，最高原理の要求です。とい

ってもそれ誌決して得て勝手なことを誌うので拭ない。 あるならば，

⑬「革J79~84真 r母J 195~199頁，遊J 218~299頁。
⑪ ヨハネ第三の手紙 11 
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よしんば抱人がそれを何と言おう

して小集的に告

としてその道をとって進まなければならないり@

ことではない。むしろ大い紅白己を生かし真我を

発揮するところに善の本賓があることを知って欲しい。ドコまでも真我の命令に従叶て，

う故に，誠信誠意全孜の肯定によって発動する自己発揮でなければなら

ぬ。かくてこそ真にすべての行動に生命があり，価値があるJo⑬

善は神から出たものであると，聖書では「患になちわず， 普にならいなさいJのと，

たちに選ぶ白山をお与えになる。父なる相!は私たち人間が自発的に実任をもって善を選ぶ

ようにと配慮されているのである。

頻繁にリップスの言葉を引用しているが， ザップス

どのようにとらえているのだろうか。彼の著書 r倫理学の根本興題』によると，

「このiif:で礎部せ九るべき道徳的巨的がある。それらを総括して f善』と名づける。だ

から普はあるべきものであり，そして枝々拡よって喫現さるべきものである。それで，あ

る行為がこの世において善の実現に寅献する限り，それは疑いもなく錨{誌を，しかも

的価値をもっ。すなわちこのような行為が此らわれるのは，道徳的立場から見て喜ばしい

ことである。その行為を作り出すから善である。J⑬さらに，

る心増，またはさらに一般的に言えば，人格における惑なるものまたは価値ある

ものが，必然的に道諒的意欲の根拠である。さらに今枚々応分かったことは，人格におけ

るこの僅僅あるものは，同時に道徳的意欲の本来の対象である。道徳、的意欲は，普なるも

のまたは道徳的人格が事福に自己を生かしきることを目標とする。だが T替なるもの』が

全力を尽し得るためには，それが実際に存在しなければならない。そしてそのような善な

るものが存在すればする程，または，このような価値ある人格的なものが成立すればする

科ーますますこのような善なるものま る人格的なものが，十分力を尽すことの可

能性が碍興となるのである O だからこの普なるものの存在ということ，そしてこのことこ

そまず第ーに，道徳的意欲の司械でなければなちない。

ある鍾{薩を認識するということは，幸福になるということである。

である。私および他人の人格における価笹あるものまた，私にさド福を与えるものである。

人聞の保命は，被ち悶身が幸轄となりそして他人を幸濯にするということではなくて，

彼ら自身善となり，そして彼らによって他人が善となるということ，また彼らが善である

⑬ 「革J67主主。 r道J207頁。
命「実J29真。
。舎と同じ0
0 リ?ブ。ス著原著名“Dieethischen Grundfragen"， (5 Auflag， 1927) 島缶内郎訳 r倫理
学の根本問題J主川大学出版部昭和48年報部頁。



124 弘喜iJ学続大学紀媒第17す

限り，彼ら自身事福となり，そして被ちιよって他人が害福になるということにあるので

ある。J⑬

してそこに醤が見い出され，そのことによって， も率制にするという

こと，ここで初めの問題提起のところにもどり，人は他者との関保記おいてのみ人間であ

りうるということにはならないだろうか。そして人間が社余人として存在するためには道

第が絶対に必喪であるということ しはしないだろうか。

ニ.道徳と宗教の関係

ここで， るように道棟、を人間社会のものだけと 神との関わり

であると力説する鈴木粥英と三浦務官の説を引用してみよう。

まず， 鈴木路英①は披の著書 Z嘉理と信仰.1l@で道徳は社会秩序を保つための人間の間

だけの約束で、はないとする。

下人間関係の真理は，道徳的真理であります。道徳は単なる社会秩序を保つための人間

りません。超人間的な歪上命令であります。自然科学的真理が，

的な客観的な真理であると同じように宇宙の真理であります。 泊徳的真理は真実という嵐

にまぜわれま 同じ事であります。 って生きる事が真慌でありますむ

還で、ある』①とそう翠審に書いてありま神は真理そのものであります。神は愛なりと

いってもそれは神の!菌性在あらわすことではなく，神は愛そのものであることを示すので

あります。その如くに，神は真理そのものであります③と。政教が神と人との関係か

ら隣人との関係に言及しているのと反対に道徳は隣人との関係から神との関係へとたどり

つくものである。 さらに聖書では道館、をどのように示しているかιついて三滞移吾@は次

のように述べている。 r権利と義務，そのいずれかを重くとるかによって，性格をつくる

場合の第一歩が始まる。義務の観念が，権利の念よりも，ずっと上に出るのでなければ，

人は本当に道態的になることは出来ない。けれど，キリストによって明らかにせられたの

は，そのいずれでもない。キリストによって示された人間の行路を，務めることはわが誉

れであり，わが喜びで、あるという念が，権末Ijや義務の念よりも，ずっと大きくな

⑬ ⑭と同じ。 112~113賞。

① 1899年.大月市生れ。 1980年現在山形県慈督教独立学園高等学校長。
② キザスト教凶饗株式会社 1979{ド版。
@ ロ}マ人への手紙14主主6節。
窃鈴木弼英著 r興開と信仰aキラスト教図書株式合柱 1979年版 57ft0 
φ 明治8年一大正9年揺時保、浮羽郡吉井町生れ，東京高等師範英語科卒業。デ・アミ」チス藷
クオレ』の翻訳 r紫の学校Jがある。
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されるのである。人が自分に求めるよりはより以上の事を人のために尽すこ

とという心。七度を七十倍にして許容すること O 人が自分を実め，関り，告分に害を加え

その人のために新ること，古い換えれば，何人も自分ι要求すべき権利をもって

いない時に，人のために働くこと，自分をこの世に遣わされた神の心となすことが，自分

あり，飲物であると感ずること。それによって隠かれた銘を進むことで，これが

第二三塁を行く心である。

そして，この心の真髄は殺であるc 殺とは溢るる好意をもって人のために尽すことであ

る。人に仕えることを喜ぶ念が，権利や義務の念を超えて溢れ，それらを瀦らしてしまう

ときに，人はキリストのよ国，第ニ患の踏を;技えさ?得たのである。道徳生活の真の舘{誌は，溢

るるばかりの好意をもって，人のために尽すという心の中に蔵せられている。

第ニ畢を行くという愛の，むを離れては，細かな道徳上の教訓iは，人を活かすことは出来

ないc 神の愛は，人の生命の践を流れている。これが活ける水となって，人の行為のょに

送り出る O その繋の泉はわれから進んで奉仕をするのに，嘗て尽きるということはないも

のである o.J③

この「筑ニ単一孝行く Jという百葉は小原闘芳のよとット}であり，玉川学掴のよとッ卜」で

もある。他から強いられて物事を行なうのではなく，自分から進んで行なうことの大切

さ

したい。

ものであるむここでもう一人，奉仕の精神について語っている人を

即ちすべての人たちが道徳に対して共通理解と

しなければならないものは，キリストの救いであると，次のように述べている O

「マタイ tこよ キリスト と言われています。その中

でも からしてほしいと望むことは，人々にもそ

のとおりにせよけ③であると申しま

しかし，キリスト教の道誌は決して単なる入の道ではありません。道徳を真に人の心の

中に実践する力として植え付けてくれるものは，むしろ人の道を越えた所になければなり

ませんO 成る人は fキヲスト教は単なる道誌の嘩ではない。それは信仰の番であるc 信仰

の嘉であるが故tこそれはまた真に道徳の書で、ある』ということを力説し，それが証拠tこは

は神と人との関係を肥しくしない所から生まれて来ないの

ではないか。神はその独り子キリスト広対してすら道徳的でなかった。』と鋭く指擁して

おりまその意味は，人類を救うためにキリストが十字架にかかって処揺されたのは，

@三浦修習著 F生命の教育』玉)11大学出版部 昭和51年絞 191~202頁0

6 元山刻英和学院高等学校“長昭和37年没。
φ マタイによる福庁警7章12筋。



第17号弘前学院大学杷要126 

キリストの章、志であるよりはキリストの父なる神の御意志であられたからであります。

『アプラ〈ムが独り子イサグをよとレアの山で焼祭として献げようとした』①のも神の命

アプヲハムはイサグに対して道被的であった令にアプラ〈ムが従ったためで、ありまして，

この神の一見道宿、的でないように，思われる事実とは言われませんO それにもかかわらず，

スト教のしぶとい奉仕の倫溜キ否，から，人類の救い皇室史は展開されたのでありま

の救いということではないりキリスが生まま工て来たのですむ

でしょうかoJ③

この世:のきたが，って，これまでキリス

もるわけで、はないし，スはキ

くうちに善・不善を感じるばならぬと思うのであるが，私た

心である。特定の信仰をもっていない人でも良心は持っているのではないか。宗教家はそ

れを神の声とするだろうが，小原閥芳はどのようにとらえているだろうか。

「良心とはわれわれの心窓全体が道徳活動を営む時の意識状態である白つまり道徳意識

芸術に対である。心意全体の働きである。つまりは学問に対して働けば学的良心であり，

宗教に対して働けば美的良心であり，道徳に対して働けば道徳的良心であり，

宗教的良心である。行為の善悪に対するわれわれの全人格の命令が，すなわち善的ゾノレレ

ということは，ある。ン Sol1en

あるとしるもれるのは，

シれたためであるoJ@さら

i③と断言しておら

ということから，止むに止まう

場では京教と道揺の関探をどのように見ているだろうか。そしてそのことが教育にどのよ

うに関わっていくのかを西元京助⑬の音葉を引用してみよう口

「教育の本質といいますのは，教育・する者とされる者との間における命と命との交渉と

したがってそこには当然，敬3愛情という，最も宗教的なことが問いう問題が中心であり，

その場合の教育とすれば，教育がおこなわれていくということ，贈にならざるをえない。

どこかで宗教的なものに触れなければ，ほんとうの教育はおとな精神といいますものは，

創世紀22i試1ro-'14部。
内藤正鵠箸li"f言締
了興J49真。

f母J219京。

1909年，鹿Ye.高生れ。 1978年現在京都産業大学教授。
部党京助饗ず京教と教青のあいだs教育新潮社 1978年版

日⑬さらに教育とはそういうものであります。

128ro-' 129資。

的束。

昭和42/'fli友説文社

部
品
W
9
9
識
の
明
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脊の問題にとちくんだ場合，必ず自己そのも となる O 自分そのものが問題となり

ますと，必ずそこに原教が自分の切実な問題とならざるをえない。……

切興に告力無功ということを教えられたのであります。でも自力無功と知られて，どう

なったか。自力熊功と知らされて，ただ南無阿弥陀仏と本顕力に乗托し，及ばずながら，

できるだけのことをやらせていただこうと，立ちあがっていく境粧があたえられるのであ

ります。じっさい自力無功と気づかされるということは，自ずから我がすたってゆく

であります。他力ということは自ずからにして無我とならしめていく世界であります。主

りながら，我がなくなっていく。親鷲聖人のひらかれた世界といいますものは，

このような塘瀧であるようであちます。J@

これまで多くの引用をもって宗教と道徳の関係を見てきたが，それぞれの立場から道徳

も教脊も，内なる自己に従うことによって初めて生かされるものであり，内なる自

立にはキザスト教の場合は，盟識を通して，神の教えを聴き?とることにあり，仏教tとおい

てもまた経典を瀧して仏の教えを学ぶことの大切さを知らされたのであるむ

キリスト教を基いにするにしても，仏教を基いにするにしても，教育はようする

(教師それぞれ〉の生きざまが問題になってくるのではないだろうか。 さらに，教えるも

のと教えられるものとの命と命の対決であることをしっかりと自覚しなければ，よい教育

はなされず，おざなりな無費住なものになってしまうのではないだろうか。

三.道徳教審のE的

，道徳の根本男題を考えることによって，道徳・道徳教育が何故必要であるか

が浮上してきたと思うのであるが，さらtこ小願醤芳によってそれらが話的とするものは旬

してみたい。

知的:要求としては道徳上の知識を与え，正邪静惑に関する概念を明暗iIE識にし，ょく

に絡して事理を弁え，正・非正を識別判新する健全なる能力を有し，進んでは告人の住ん

るに足る人i誌の法則に対する

見解を持ち，より高き道徳的理想を荷することが望ましいことである。

らいっては，善行奨徳、を聴かしめて以て正善を紫し邪悪を感むの心清を，殊

に美しい純潔なる心情を語養することが:記、要である G そして

意志的方面からいえば，正替と見たらどこまでも実仔せざれば止ま と見たらま

く抵抗もしてドコまでも戦い特る底の不屈不憾の戦麗力を養成すること ある

⑮ ⑬と同じ。 102J{。
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ことは習うまでもない。

以上のさ者向れを欠いてもいかぬと思う o道徳は最後は実行を訴えねばならぬからして

意悲の決行力も必要だし，殊に邪悪や迫害，苦難や誘惑と戦う強い鉄のまRき:憲法、も必要で

ある O また惑構はわれわれの行動を左坊する大きな力でもあるから，道徳的情操の瀦養も

必要である。殊に純イとされたる美しい敏感なる靖操を特に必要とする O この三者がうまく

して統一されることを要求する。そしてそれらの倒れにも片時らない f人』を要求す

る。J①

道徳、教育は知情窓の三方聞が一体化されたところにその成果があらわれるのであるが，

それは実離にその人の人格を作り上げ，その人がその人の生活の と る

ことによって，他から認められるようになるのではないだろうか。

ペスタロッチ(J.H. PestalozzI 1746-1827)は，設の議碑銘に審かれているように

べてや俳人のために‘己ιは何ものも社ずoJ②と焚の仕事院織した人であること

芳が繰り遮し強調されたことである。ベスタロッナの教育の時的は真:の人簡を梅i脅しよう

としたものであり，このこと品小原岡芳で求める Fホントの人』へと繋がるもので誌ない

だろうか。

「ベスタロッチの教育の目的は，人間の三天賦として顕と手と心織とのうち，

を土台とする道徳宗教的な調和人を作ることにあった。したがってその教育内容とは，そ

おける f自黙』の法H!Jに従うことであった。それゆえに人間性の

本質である白然性にきおさしつつ，各{匝人の具体的生活によって力と信念と魂とのあ

の人関を陶冶しようとしたのである。

これまで見てきて人間教腎の自的，道徳教育の首的である して

白ずから連成されるものであるといろととに誌ならないであろうか。

即ち，宗教教育は局、?教教技で、は無く る

ある。 と宗教の

真理を教え，人時本性に潜む宗教心を開発覚限ぜしめ，

として有窓義と撒く人物養成であって， らぬことがあっても

目的を濯した訳である O ゆ

多くの人は信仰を持っていると思う O 出すか，心の く

①「突J39~40貞。

① “Alles fur Aτldere fur sich Nichts"福島政雄箸『ベスタ口ッチ」福村議;出 1964年抜 297
束。

e城東藤大部著 rペスタロッチの道法宗教教育の研究a協再出版株式会社 昭和42年版 1貰。
③ 勝本一雄著 F道徳の根本問題J明治図書 1963年販 41頁。
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いはあるが，人はすべて人生に対 日月る ょう し，

が信じているところの絶対者への畏敬の;念を持ち，物事への思散を探め，資任遂行をなす

ように務めること，それは人間の最高の理組であり，そのことはすでに宗教教育となって

いるのではないだろうか。

おわりに

私たちはドf'分をみつめ， Oeと対決することによって，隣人の存視を知り，

在を知jる。隣人を意識する時，さらtこ自分との違いに気づきに比較するようになる。私た

ちは鍛れた人物に出会い， I河日を反省し努力すること，そのためには努めて読書をし，真

しつつ，

たのであるが，労作教育と り続けているう

いるとは思っていなかったり

し、ること きなかっ

は驚くばか

りであることに気がついたのである O このような信仰のカがまらったればこそ，玉)1

っくり出す力が備わり，玉川学閥の現在があるのではないだろうか。

活語、教育それは抱大な課腿である。今回は，そのほんの一部である道徳教育の根本間賠

人生の目的と人格儲鐙，道徳とはf可か，普とは侍か〉と宗教との関保，そして

昌的とされるものを多くの引用によって学ぶことができたのでまちる。

と人との樹係からt 悼と人との爵係へ向うこと，それは自己をとらえることに

よって可能となるという論理，これを玉川学盟の道徳教脊の喫擦を具体的に研究すること

が次聞の課題として残された。

三三浦修吾の「人間中沼の其の意識は， 目標を定むるということにはなくして，刻々に溜

る境遇にいかに処していくかということにある O 到達すべき目的地にあるのではなく

して，

人生誌密えざ

ある。そこに

ところにある。

あり，流動であるむ流れ動~，課ひ。てゆくところに，

られ，余議ななくされる。戦いそのも

って[f平定』はただ空想のとにのみ描かれるものであるo①という言葉に励まされな

がら，遅々として進まぬさがみを人として生きるために，自分をメ1.:.かして下さる方のためι

進めていきたいと思うものである。

(1980.10.25) 

信三藷{事吾著 主計大学出張芸名昭和51年報結束。
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